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表11-1-5 礁に沈者した巻貝及び有孔虫類の種類数と個体数(1977年)
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表Eー 1- 6 )I[口・白問津地先の実験アワビ礁及び天然礁に沈汗した巻貝の幼生の種類数と個体数(1978.1979年)
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表Eー 1-7 乙j兵， 1兵行川地先の実験アワビ礁，及び天然磯に沈着した

巻貝の幼生の種類数と{国体数(1978，1979年)

採集
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一一一一

り、七浦漁業協同組合地先水深20~40m (図II-1

18)の漁場に設置されたもので、同年7月2111に定置

網をiff(収した際、浮竹に付着していたもので、採捕さ

れたクロアワビは421困1本、マダカアワピ541固f卒、メカ

イアワピ 3個体(図II-2-19)計991団体であった。

クロアワビの最小ランクは殻長15~20mm、最大35~40

mmて、あり、モ ドは20~25田nで、あった。マダカアワビ

では10mm~40mmの範囲にあり、モ ドは20~25mmて、あ

る。メカイアワビは10~15mmにあった。

この浮竹は 1月中旬に設置されたものであり、取揚

時の殻長から推定すると、沈着は 1月中旬頃にあった

とみられる。定置網の水深は17~43m とみられ、この

場の海底はクロアワピの生息量が阪めて少ないところ

である。つまり浮竹に付着したアワビは、表層または

中層を浮遊している一吉1;が沈着したものと考えられる。

また、川口i魚i巷地先のクロアワビの生殖腺熟度指数の

季節的変化からみた産卯盛期l土、 10月末から 1月であ

り、少なくとも後半に相当しており地先で産卵された

アワビであろうと考えられる。

IV.考察

アワビの天然稚貝場については、安房地区沿岸では、

波向に対してこれを遮るような列状暗礁が発達し、角

の丸い安定した擦や転石場を持つ起伏の著しい岩礁帯

j皮砕域であり、水深は 1~ 801に及んでいる。この場

における潮流は、 i中で速く、稚只場では停滞が<1品流域

を形成している場合が多い。このような環境をもった

-----ー
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10 

図II.1 .18 白関津地光大詳細設置位置
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図II'1-19 定置網の浮竹に付着した
アワピ稚貝の殻長組成

(江里子11未発表資料による)
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稚貝場で多くのアヲピ沈着幼生が確認された場は、 111

口と乙浜白問津地先海域である。昭和52年11月21、24

日に、川口で小磯上に20¥悶体、自問津で79個体と多く

の沈着幼生か濯認された。幼生の種については、種の

同定が困難なため不明で、あるが、成貝の水深による生

息量の違い、および幼殻の彫刻等から推定するとクロ

アワピの可能性が高い。

稔貝場の植生は、アラメが繁茂しており、その下の

礁上には、石灰藻で覆われている。 111日では有節、乙

j兵では無節石灰藻である。

沈着巻貝とアワビ幼生の量的関係は明らかな相関は

認められないものの巻貝の多様度指数の高い擦はアワ

ビ幼生の沈着も比較的多いことから、アワピ幼生の沈

着に適した場は他の多くの巻貝の沈着にも適した場と

思われる。

アワピの浮遊幼生と沈着幼生の関連についてみると、

昭和52年11月21日白間津St.3で1431¥間体lniの浮遊
幼生カ叩存認され、その周辺でも 320~727個体 lnî と多

くの分布をみた。

これらは、上足触角、平衡器が形成されており沈着寸

前の幼生である。さらに3日後、磯上に沈着した幼生

の中に面盤のある幼生と、消失した直後の幼生カ叩在認

されており、ごの他に周口殻が僅かに伸びた320戸前後

の幼生もみられた。これらのことから、沈着幼生は、

3目前の浮遊幼生と同ピ群とみられる。この様な現象

は川口地先でも確かめられ、さらに 6~7 ヶ月後には

殻長15~24mmの稚貝に成長したとみられる。

一方、昭和53年では、浮遊幼生、沈着幼生とも極めて

少ないことから、アワピは年により産卵量(幼生の発

生量)が異なり、また潮流等沿岸環境により幼生の拡散

をらびに発生途上の生残率等が異在ることが推定され

るれこのうち乙れらがどのような組合わせになるのか

今後の研究課題である。

アワピ稚貝礁の優劣については、巻貝の穏、{固体数

を指標として検討すると、多様度指数からみて、蝶型、

L型は、蛇篭のそれより多くなっていることから、巻

貝の沈着を期待する場合は磯上面積をできるだけ多く

する方が良いとみられる。しかしこれとても礁表面の

付着海藻の遷移等も併わせて考えなくては在ら在い。

沈着幼生の殻長組成から、少なくとも昭和52年のア

ワビ産卵は、数回の産卵があったとみられる。

v文献
1 )江野口隆二:大詳網に付着したアワピについて

末発表

e.人工生産クロアワビ幼生の添加

天然稚貝場周辺で沈着しやすい場を増大させるため

に造礁する計画があるが、アワピ幼生の沈着も年によ

り、環境条件によって著しく異なることがある。した

がって安定した稚貝を確保するため、浮遊幼生、沈着

幼生の少ない年に沈着期に入るアワピ人工種苗(幼生)

を、稚只場に添加できるように計画中である。本報告

では、水槽実験として沈着持j幼生がコンクリート礁に

沈着する可能性と沈着生長した稚貝の住み付きについ

て検言すした。

沈着幼生の付着材質検討のため、昭和52年10月31日

に予めふ化させた担輪予幼生を 2椿の帆布水槽(1.0X

0.5XO.5m)に収容して11:水飼育した。沈着期の幼生

密度は0.5-1.0個体Imeである。付着材質は図ll-l
20のコンクリートプロック、塩化ピニ-)レ塗装のも

の、塩化ビニール波板等であり、 I号オ槽には、塩化

ビニール塗装と未塗装のコンクリートブロック各1個、

さらに対照区として塩化ピニ ル波板 (50X40cm)1 

枚、塩化ビニール塗装の小型コンクリートプロック(15

X15X 6cm) 2¥国を図II-1-21のとおり設置した。

A型アワビ礁 B型アワビ礁

図E・1・20 櫛型礁見取図(単位白血)

殴ll'I.21 流水試験稽
(倒面の対称聞は同ビ記号に'を付記する)

2号水槽には、ピ、ニール塗装礁およびそれに波板を付

けたもの各I個を入れ、対照は1号槽と同様にした。

幼生沈着後は流水飼育を始め、 70日後に礁を取上げて

沈着状況の検討をした。

また、幼生沈着の位置を検討するため、 53年11月6

日に予めふ化させた担給子幼生をFRP水槽(1.8XO.6

XO目5m)に収容、止水飼育し、上足触角、平衡器(耳

石)が形成された時期に、水槽中に塩ピ製j皮板 (24X



41cm)を水面上に 5cm露出して垂下する場合、 25cm角

の波板を水面下に垂下する方法、 24cm角のものを水槽

の底に横たえる方法をとった。水面上に露出した波板

は、幼生が表層昔話に付着する場合を考えたもので、24時

間で水面下に没するように徐々に注水した。収容した

担輪子幼生の密度は 1 個体/皿t、飼育水温は17~200C

である。波板設置4~6 日後に、これを取揚げて幼生

の沈着部分を検討した。幼生沈着後は、流水飼育し、

波板は予め珪藻を付着させたものである。

第3の実験としては、稚貝の住み場の構造を検討す

るため図II-1-20のA、B両型礁を用いた。これらの礁は

切れ込みの深さを一定(6cm)にして巾を変えたもの、と巾

を一定にして、切れ込みの深さを変えたものの2種であ

る。水槽はFRP製(1.8XO目6XO目5m)で、 A、B礁

を切込みを下にして入れ‘定方向から注水し流れをも

たせたもの 2j曹を用意した。これらの水槽には殻長8

~18mmの稚貝60{団体、 18~50mmを 100{国体計160{間体を

3 日間収容したもの、1l~57mmのもの 200 個体を30 日

間収容したもので検討した。給餌は適宜実施した。ま

た、 A、B尚礁を個別の水槽に設置し、この中にそれ

ぞれ50、100{固体収容し、 f主み場の検討をした。 50{国体

宛収容した区のうち A礁は19~64mmの範囲で平均殻長

33.0士8.19mm、 B礁で10~63棚、 3 1. 0士9.39mmである。
100{同体収容した実験では、A礁へは11~64mm、 32.0土

8.45mmの稚貝を収容し、その稚貝を実験終了後B礁で

使用した。これらの実験は24時間である。

沈着期幼生の材質検討実験では、沈着稚貝は平均殻

長2152μ に成長しており、住み場の分布は表II-1

8のとおりである。塩ピ塗装礁は、礁表面に 7個体、

側面に 1{団体の住みfせきがあったが、切込み部にはf主

み付きはなかった。未塗装波板付礁では、礁表面に2

41 

i固体の住み付きがあったのみで、対照区でも表面のみ
であった。~也の水槽では、塗装礁では表面と側面に

{主み付きが認められ、切り込み部分も 3{団体のi先着が

あった。 j度板付塗装礁では表面の2(国体のみであり、

対照礁と同じ傾向である。

幼生沈着の場所を知るための実験では、 j皮板を露出

垂下した区では、水面にあたる部分に多くの付着があ

り、中、下部の付着は極めて少い(図 II-1-22)。

局部的には、 j皮板の[If[昔日に付着量が著しい。この

A 

.::・ . 

B 
・'ー. .ー-ー:'，'ー、
ー. 晶一'ー ." ー .. 
-町， ー. .・ー ・晶'・. ・

ー・ ・.ー

日

WL 
事7時

全ι」二二ベ1 些
• I開始時

WL 

図!I'1'22 i皮板に付着した幼生の分布
A :?皮粧を水面に出し、 f余々に水位を増した場合
B:植担をホ面下に垂下した場合
c 泊桓を水槽底に横たえた場合

表!I-1-8 7ワピ礁に付着したアワピ幼生 ( 1 'は対称の部位を示す)

構2そ
E-(A)型アワビ礁

了ワピ票
対 日吉

表面 倒面 倒面 倒 I師 切 り こみ部
につけ 小型コンクリート 'J'型コンクリート i良事長
た波桓 プロック 11>.1 プロック 11>.2 

B E E ， E E E F ， F ， F.F 
アワピ礁 A k C 1，1 2，2 3，3'" 4，4 5，5 1，1 2，2 3，34，4 表面 表i耐 側面 表面 側面 表側面
塩ピ量科 7 1 。 。。。。。。。。。 5 。3 。 4 
告し控桓っき

塩ピ量科 2 。。 。。。。。。。。。。1 。1 。 2 
ぬり7ワピ慎

塩ピ重科
3 1 1 4 2 3 3 2 。3 。。 2 。1 。 3 ぬりアワピ罷

塩ピ量科 2 。。 。9 。。。。。。。。1 。1 。 2 
ぬりj法促っき
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表Eー 1-9 7ワピ礁に付着した人工アワピの完室長

(十の印は呼本孔ができかかっていることを示す)

No. 殻長 μ 呼水-iL数 No. 殻長戸 呼水孔数 No 殻長戸 No. 殻長 ρ

1 2，100 1 11 2，150 I 21 2，200 31 2，100 
2 2，400 2 12 2，600 2 22 1，950 32 2，150 

3 2，700 2 (3十) 13 2，300 1 23 2，000 33 2，250 
4 2，500 1 (2十) 14 2，650 2 24 1，900 34 2，800 
5 1，700 。 15 1，850 。 25 1，350 35 2，000 

6 2，100 16 2，300 I 26 1，850 
7 1，700 。 17 2，200 1 27 1，900 平均値 2，152 
8 2，400 1 (2十) 18 2，600 2 28 2，000 
9 2，450 2 19 2，500 2 29 2，100 

10 2，400 1 (2 +) 20 2，000 1 30 1，700 標準偏差 326.5 

表II-1ー 10 殻長による甥集の遠い

アワピ礁 付着していた個体数 各供試只に対する害[)合(杭)

(f) 型 18胴以下 I18mm以上 18棚以下 I18胴以上
A 型

16 56 26.7 56.0 
アワビ礁

B 型
11 41 18.7 41.0 

アワピ礁

計 27 97 45.0 97.0 

時の幼'l'は周口殻が[申び殻長350~400μである。これ

らはふ化後8日目での結果である。また、ふ化後9日

目では、水面下垂Fi，皮桜[[は、上部に付着が多いが、中、

ド部にも付着が多くなる。 f員設i!litR区では、ふ化後10

日目で、均ーに沈着がある。

切込みr!Jが10、15rnrnの区より、 25rnrnと広い場に銅集す

る。しかし、 25、30rnrn[天では差はなし、。切込巾を20rnm

にし、深さを変えたB裂礁の切込部の蛸集は、 75、78

1固体と婿集量の多いときは、切込郊の夜、いちへ、 45、
52個体と少ないときは、日1))主部40rnm前後と浅い方に多

く集まる(表II-1-11~18、図II-1-23) 。稚只の{主みf詩情造を倹討するための実験では、 A裂

礁の切込部への婿集は、飼育日数によって異なるが、 A、B礁とも殻長による甥j集のちがいが認められ、

表II-1-11 A型礁アワビ婿集(3日間.n~160) ( ):% 

謂集部位 A A' B B' C C' D D' ア イ ウ 二L 計

切りこみ巾(mm) 10 15 25 30 20 

婿 集 量
。2 。1 2 17 o 31 。9 8 2 72 
(2.8) (1. 4) (2.8)(23.6) (43.1) (12.5)(11.1)(2.8) (100) 

言十
2 l 19 31 19 
(2.8) ( 1.4) (26.4) (43.1) (26.4) 

平均殻長
25 25 17 26 26 25 27 35 

(四)

殻長範囲 19 10 10 9 Il 14 28 

(凹) 31 23 38 46 40 35 41 

[閏/100cm' o 0.9 o 0.4 0.8 6.5 o 11.5 
。8.6 6.7 1.2 

0.5 0.2 3.7 5.7 4.1 

i主;ア~エは切り込み中央部
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表II-1 -12 B裂礁アワビ婿集(3日間.IF160)
( ):% 

蛸集部fil. E E' F F' G G' H H' オ カ キ¥ク 言十

切りこみ深さ(皿) 20 40 60 80 80 

婿 集 量
。4 5 9 。2 3 1 5 19 4 。 52 
(7.7) (9.6) (17.3) (3.8) (5.8) (1.9) (9.6 )(36.5) (7.7) (100 ) 

計
4 14 2 4 28 
( 7.7) (26.9) ( 3.8) ( 7.7) (53.8) 

平均殻長
18 26 22 29 32 25 26 27 (mm) 

殻長範囲 11 20 11 25 28 12 10 25 

(古川)
26 39 31 33 36 35 39 28 

{国/lOOcm2 o 3.7 2.8 5.0 o 0.8 0.9 0.3 2.6 13.2 2.8 。
1.9 3.9 0.4 0.6 4.7 

ι幽幽ー
i主;才一ケ[土切り込み中央部

表II-1 -13 A型礁アワピ婿集(30日間.11二 200) ( ):% 

燭車部位 A A' B 日' C C' D D' アエ

切りこみ巾(mm) 10 15 25 30 20 

目白 集 量
。2 3 6 8 10 10 8 26 52 
( 2.7) ( 4.2)( 8.2) (11.0)(13.7) (13.7)(11.0) (35.6) ( 100) 

百十
2 9 18 18 26 
( 2.7) (12.4) (24.7) (24.7) (35.6) 

平均設長
30 23 27 28 21 27 27 (mm) 

殻長範囲 26 16 17 11 トー 16 17 17 

(m岨)
33 33 36 40 34 41 47 

悶/lOOcm1 
。0.9 1.2 2.5 3.1 3.8 3.7 3.0 4.9 
0.5 1.9 3.5 3.4 

表1I-1-14 B型礁アワピ婿集(30 日間:11~200) ):% 

甥集部flr: E E' F F' G G' H H' オ ク 言十

切りこみ深さ("') 20 40 60 80 80 

婿 事 量
2 。 3 。 12 3 23 7 28 78 
( 2.6) ( 3.8) (15.4)( 3.8) (29.5)( 9.0) (35.9) (100) 

計
2 3 15 30 28 
( 2.6) ( 3.8) (19.2) (38.5) (35.9) 

平均殻長
30 29 28 32 29 33 30 

(四)

殻長範囲 28 23 19 28 16 20 15 

(mm 
32 34 37 38 39 42 57 

悶/100叩 2 1.9 。 1.7 。 4.8 1.2 7.1 2.2 
4.1 

1.0 0.9 3.0 4.7 
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表II-1 -15 A型アワピ官官集((1日間，n ~50) 

鏑集部位 A A' B B ' C c ' D D' 7 イ ウ 二工 計

切りこみ巾恒国 10 15 25 30 20 

婿集量 1 1 。。 9 3 7 自 1 1 3 。 32 

言f 2 。 12 13 5 

0.4 0.4 。。 3.5 1.1 2.6 2.2 。7 1.0 2.5 。
個/10Oc~ 

0.4 。 2.3 2.4 1.1 

表Eー1-16 A !I~礁アワピ婿集 (1 日間 ， n ~100) 

錆集部位 A A' B 日' C C' D D' ア イ ウ コニ 計

切りこみ(mm) 10 15 25 30 20 

婿集量 2 1 2 16 6 16 5 16 5 5 7 5 86 

計 3 18 22 21 22 

個/10 Oc~ 
0.9 0.4 0.8 6.6 2.3 6.1 1.9 5.9 3.6 4.8 5.9 3.0 

。7 3.7 4.4 3.9 4.3 

表II-I-17 B型礁アワピ婿集(1日間，n ~50) 

摺集部位 E E' F F' G G' H H' オ カ キ ク 計

切りこみ深さ恒回 20 40 60 80 80 

婿 集 量 l 4 4 8 3 7 7 3 3 2 3 2 45 

言十 5 10 10 10 10 

0.9 3.7 2.2 3.3 1.2 2.8 2.2 0.9 1.5 1.4 2.1 1.0 
個/100 c~ 

2.3 2.8 2.0 1.6 1.5 
'---

表II-1 -18 A型礁アワピ婿集(1日間，n ~100) 

蛸集部位 E E' F F' G G' 日 H' オ カ キ ク 言t

切りこみ深さ (mm) 20 40 60 80 80 

婿 集 量 3 2 5 4 10 7 9 14 4 4 6 7 75 

計 5 9 17 23 21 

0.9 。.6 2.0 1.6 5.6 3.宮 8.3 13.0 2.0 2.8 4.2 3.5 
個/100 c~ 

0.8 1.8 4.8 10.7 3.1 
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図II.1.23 1主み場の幅、深さと謂集量の関係
a: 3臼間飼育てるアワピ礁への付着誼72個体 ピ: 3日間餌育でアワピ礁への付着数回国体
b: 30日間間育でアワピ碍への付着世間個体 b~: 30日間餌育でアワピ鴨への付着散78個体
C.: 1臼間飼育でアワピ轄への付着教32個体 c，. ~ 1日間間育でアワピ酷への吋着教45個体
d・1日間餌育でアワピ暗への村着敷86個体 d'・1臼聞飼育でアワピ暗への付着散76個体
a -d  : A型鴫ピ-d' ・B型鴨(ム印はアワピ礁の中央部への付着散)

。而 2030  02040  田 ーで函

切り込み幅{田) 切り込みの揮さ{回)

図II-1-24 すみ場主アワピの大きさ
(→印はすみ樽る理詰殻長の最大値)

殻長18mm以下では礁への婿集が45%、18mm以上では事7

% (表ll-1ー 10)と大きな稚貝ほど婿集する傾向が

ある。両礁とも、切込rtの広い方が、住み{すき殻長の

範囲も広い(図II-1-24)。乙れら稚員の殻長と殻巾

の関係は、 8.B=0.703 S.L-0.574(mm)で表わされ、

殻長と殻高(SH)では、 S.H=0.164S.L十2.394(mm)

と求められる(図ll-1-25)。

沈着機能をもった幼生は、実験的には表層の部分に

明集付着をすると考えられ、さらに強い要因としては、

光の量などの影響を受けて能動的に表面甥集するもの

苗

図II-1-25 
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クロアワビの殻長(8.L)と殻巾(8.B)、
殻高(8.H)の関係

とみられる。しかし、幼生が発生し、繊毛環がをくな

るまでの閥、付近に適した付着物がない場合は、海底

表面に一様に沈着するとみるのが妥当であろう。それ

は、水槽実験から水槽底に設置した波板に一様に沈着

したことから類推できる訳である。一方、浮遊幼生に

振動を与えるとそれらの幼生は、直ちに表面から沈下

し始めるごとが経験的に確められているととも併わせ

て考えると、自然界にわける稚貝場の形成要因は、波

による振動と、渦流による濃縮現象が作用して形成さ

れると考えることもできるのではないだろうか。



46 

天然での浮遊幼生の能動的在行動がどれだけの重

みを示しているかについては、今後の細密な実験検討

をf寺たなければならない。

また、一度沈着μした稚只は、ある大きさまでは移動

力が極めて小さいとみられるので、殆んどその場に留

っていると考えるのが至当であるので、その場が稚員

の{主み場として餌料環境など生育環境として不適当で

あれば生残れないという現象があるものと考えられる。

また、実験から殻長18mmまでは住み場の選択性が著し

く低いことからもうなづける。 f主み場の空間が利用で

きる限界の殻長は、 A型礁では干IE貝の殻高じよって決

まる。たとえばすき間が15mmのときは殻長77mmまでの

貝が利用で量ることに在り、礁の切り込み稲は15mmあ

れば充分ということになる。しかし、群として住み場

を利用させるためには、隙聞の他に広さが必要と辛っ

てくる。つまり切りこみの巾が、殻巾と間程度まででは、

貝の侵入が少なくなることから、切りこみの深さ、rflの
単位が考え出される。つまり、殻長(S.L)と殻巾(S.B) 

の関係は、S.B二 0.703S.L-0.574(10豆S.L孟7伽m)

の式から、切り込みの深さ、切り込み巾は、最大殻長

の必~おとして、切りごみの奥行きは殻長以上にする

必要がある。礁の中央の切り込みを利用する場合の要

因として考えられるのは、流れ、明るさがあげられる

がこの点の検討は今後の課題である。

f .浮遊幼生の生体染色

アワビ浮遊幼生の移送、沈着(時期と場所)の機構

を解明する手段のーっとして、幼生を放流し追跡する

方法が考えられる。そこで、天然幼生左の区別のため、

幼生の生体染色について検討した。

貝類の生体染色の試みとして、二枚&Mercenaria

s p.の稚貝にアリザリンを使う方法"パージニアガキ

の卵、 f旦給子幼生、 D型幼生にニュートラ Jレレッドを

使う方法2'がある。木報告ではクロアワビ受精卵、担

翰子、被而子幼生にこれら 2 種類の染色を生I~'で行な

い標識の可能性について検討した。

| アリザリン S染色

Bi:{和52年10月31日に採卵したクロアワピの受精卵、

担斡子幼生、 H民点形成時の被而子i}J生をアリザリン

(C，.H7 07 SNa .H2 '0)0.5ppmj"，農度;毎水にl(固体 1me 
の密度で浸i責染色を実施した。水温は21~22'C である。

また、同年11月1日採卵した幼生で、 JE部;ゃ荒の形

成時期の幼生を同濃度液に同僚度で浸漬飼育し、 26時

間後、幼殻先端の染色カ司i'{i¥認された後、 i青浄海水に移

し飼育する方法で行なった。オ温は20~2fC である。

同年11 月 8 日採卵の実験は、幼殻完成直前の 280~

290μ の幼生を同濃度液中に 4-61団体/meの宿度で
収容し、21時間30分後、清浄海水に移した後FRP水槽

に移し飼育したもので、水温は18~200C である。

さらに、同年11月16日の採卵で幼殻完成邦j殻長 290

μの幼生について、 0.5、1.0、1.5、2.0ppm濃度j夜中に

1 f固体/me密度の幼生を48時間浸潰し、発生形態、染
色状態を検討した。 11月18日採卵の幼殻完成前の殻長

253μ の幼生を1.5ppmi農度液中lこ11国体/皿t密度で24

時間浸漬後、 24、48、72時間経過後の殻の発育と染色

状況を検討した。水温1;!:18~210C である。

111 受精卵、担輪子幼生、眼形成時の染色

。目5ppmの濃度で受精卵を染色し、そのまま浸漬を続

けて形態観察の結果では、受精卵は発生して担輪子幼

生に変態し、幼殻形成部位が赤紫色に染色されるが、

幼生の形態がやや異常で、その後の分化も正常でな!か

った(図A-1)。担輪子幼生を0.5ppm濃度で染色する

と28時間後には足部や蓋が形成されるが、正常な幼生

の幼殻長が290μ であるのに対しl、染色幼生では 230

-240μ で殻の成長が少ない。染色は幼殻先端部で赤

紫色に染まる。幼生は発生して形態分化を起すが幼殻

の伸長は少ない。また蓋にも染色される(図A-2)。足

部、 H民の認められた幼殻形成の幼生は、染色後23時間

で殻の先端が薄紫に染まるうえ、その後の発生も田島正

常である(図A-3)。

121 蓋形成時期の染色

幼殻が完成し、足部、菜の形成される時期lこ邑5ppm

濃度染色をした場合、 26時間後に幼殻先端が染色され

る。染色された幼生を清浄海水で飼育すると発生は正

常に進み、面盤が消失し周口殻が形成される。周口殻

が形成された個体でも幼殻先端部に染色部位が残る。

131 幼殺完成寸前の染色

殻長280~290戸の幼殻完成寸前の幼生 lこ且5ppm漣度

液で染色すると、ほとんど正常発生をするが、染色個

体中の10%前後が殻長280l'以上には成長しない(図

A -4)。また、さらに10%程度に体内部異常が認めら

れる。正常個体(閃A-5) は殻長1050~2200戸まで

成長する。 しかし幼殻先端部の染色は殻長 600~

620μ 以降で判別が困難となる(図A-6)。

141 濃度需による染色の違い

幼殻完成期 (290μ)幼生に、アリザリンS濃度を変

えて染色すると、幼殻先端部の染色部分は、濃度が高

いt¥l赤Il!、が強くなる。そして 2ppmの濃度までは43時間

染色液中飼育でも眼形成期まで正常発生する。

151 幼殻長253μ 幼生の染色

幼殻完成i前の平均幼殻長253l'の幼生に1.5ppmi農度
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図 A-1 図A-2 図A-3

図A-4 図A-5 図A-6

図N-1 図N-2 付図 1 

付図 2 付図 3 付図 4 

付図 5 付図 6 付図 7 

生体染色(図A-1 ~6 ， N -1 ，2)とクロアワピの発生(付図1~ 7) 
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付図 8 付図 9 付図 10 

付図 11 付図 12 付図 13 

付図 14 付図 15 付図 16 

付図 17 付図 18 付図 19 

付図 20 付図 21 付図 22 

クロアワピの発生



の染色をすると殻の伸びは少なく、 24時間後でも変化

はない。 48時間後には261μ 、72時間で266μ と{申は

鈍化する。しかし対照区の幼生は、 24時間後で 290戸

と成長も正常である。ごれらの染色個体は幼殻先端が

赤紫色に染まるが、体内部の発生には異常は認められ

ない。

ii .ニュートラJレレッド染色

昭和52年10月28、31日に産卵させて、受精卵、担輪

子幼生、幼殻完成被面子幼生を各々 2Rのビーカーに
収容し、受精卵を0.5ppm、担翰子幼生が1.0ppm、幼殻

完成被面子幼生を1.0ppmi農度液で染色をした。幼生の

染色方法は浸漬法をとり、 24、48、72、96時間後の浸

漬中の幼生の染色状態について観察した。水温は20~

22.Cである。

ニュ トラルレッド染色をした担斡子幼生、受精卵

は、 24時間後には、ともに幼殻が形成され、面盤、足

音Eが赤色に染まる。幼殻が形成された個体は、 H良が形

成され、面盤部と足部が赤く染色される。 48時間後に

は、形態分化が進み、染色部fftは外套膜縁に及ぷ(図

N -1 )。

48時間浸漬後は受精卵、幼生とも生残率は高い。

72時間後は染色は内臓部にも認められるが、生残率

は50%以下となる。

96時間後では、受精卵、担輪子幼生、 X}J殻形成時被

而子幼生の発生段階で染色したものは、すべて上足触

角が形成されたが、乙の部伎にも染色された(図N

2 )。しかし生残率は極めて低い。

111 考察

アワピの発生は、受精後、担給子、被面子幼生期を

経て海底の転石等の基質に沈着する。これらの発生段

階のうち、担輪子、被面子は繊毛によって海中を遊泳

するため、ごの時期に、流れの影響を強く受け移送さ

れる可能性がある。自然界におけるこれら幼生の移動、

分散を究明する一方法として、幼生の生体染色があげ

られる。m.翰子幼生から幼殻形成被面子幼生までの移
動追跡としては、受精卵をニュートラルレッド0.5ppm

濃度液でふ化幼生までの問に染色し、ふ化した担輪子

幼生を放流する方法が可能である。

幼殻完成直前の被面子幼生から沈着機能(平衡胞の出

現時期)をもった被面子幼生までの移動の追跡と、沈

着して周口殻が伸びた殻長 6201'位までの追跡には、

アリザリンSによる生体染色が良〈、染色法としては

幼殻が完成する直前の段階に7リザリンS0.5 -1.0 

ppm 濃度液中に21時間前後浸漬染色する方法が実用的

である。
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g.クロアワビの発生と水混の関係

自然界におけるアワピの産卵、幼生の浮遊期、移送

沈着等一連の関係を推定する一手段として、クロアワ

ピの水温別発生速度を求めようとした。本邦産アワピ

類の水温と発生に関する研究は、クロアワビについて

は猪野11金二fhlこよって行われ、エゾアワピでは渋弁:3)
及び関・菅野あ詳細な研究が、マダカアワピでは村山5)

の研究がある。本研究は、外部形態の変化については

猪野と関・菅野の報告を参考にしつつ、付着期までの

水温別発生迷度についてまとめたものである。

クロアワピの母貝は千葉県千倉町川口地先で昭和51

年8月に漁獲され、室内飼育中のもので、 52年10月初

日及び11月8日に紫外線照射海水による産卵誘発法に

よって得た受精卵を使用した。オ温20-22.Cで採卵し

たものである。

これらの受精卵は、3R海水中に1f国体/meの密度
で収容したガラス水槽をスチロール槽中に入れウォー

ターパスにより恒温化した。温度制御は、加温ヒータ

ーと、更に外椿に低温1曹をもっ 2重の制御による制御
装置を使用した。幼生の収容されたガラス水槽は10、

13、15、17、20、25、26.Cの温度条件下に置いた。こ

れらの設定温度には若干の温度巾がある。

I .形態変化

発生と形態上の特徴は表ll-1-19と付図に示した

とおりで、未受精卵は卵膜径 220戸、卵黄径180-190μ

である。受精後第1、2極体を放出してから第1卵割

から第4卵割を径て桑実期となる。卵割はらせん卵割

である。 E包怪期、のう限期、原腸期を径てf旦輪子幼生
となる。担輪子幼生は縦 200戸、巾 180戸前後で卯膜

中で回転をしながらふ化する。発生が進み面盤が完成

し幼殻が形成されて被面子幼生になる。殻長 220戸{立

で幼殻牽引筋カ苛見われ、 290μ で幼殻が完成する。頭

足部が90.、体が180・それぞれ擦れてから足部後端に関

毛が認められるようになり蓋が形成される。続いて足

音似と繊毛が出現し、面盤が二分し限点が生t:る。その

後、頭部触角カ吋申ぴ始め、外套腔内に繊毛が生じる。



50 

表ll-1ー 19 形態上の持徴

7番T多車号畏 発生段階 形態上の特徴

1 gll 来受精gll(silo生徒220μ、卵黄怪(180-1君。μ)

2 3 
第 1極fギ紋出

第 2r，面体放出

2.田1I包j倒

4細胞期

8荊DIJ包j羽

16詞1111邑其月

主さ 手5 其月

桑実其I!→1I包JIT>J!l1

JI包目玉期→嚢陛期→(原IJ号l羽)

ふIt前のm事晶子yJ)'lo
jJ!輪子五OJ生 ふ化した1!!斡子幼生

被商千主OJ生 幼殻の分泌開始

幼般牽引筋の出現

幼殻完成(290μ)

足音;15形成開始

足部後端古1¥に悶l毛、童の形成

足E底上に繊毛出現、HR点の出現
19 頭部触角伸長、外套股内被毛出現

前足部に突起形成→ I:JE触角形成
20 →平衡胞出現→(土足触角先端に

悶'I毛)→(頭部触角の突起完成)

21 而探消失

22 周口殻形成

20u 

時
ロ
ー
¥
¥

100 

問

(
h

10 15 20 25 
水温('C)

図II.1.27 クロアワピの発生段階別発生時間
0 ふ化・幼殻完成A 蓋の形成，企限の出現
口:平街胞の出現

前足部に突起が生じ、足部に上足触角の形成が始ま

ると節句行動を示すようになり、やがて平衡器が形成

されてから付着機能を持つようになってくる。そして

頭部触角が完成し、雨量生が消失して浮遊生活を終え、

{直接生活に入る。底穣生活に入ってから周口殻が形成

される。

ii 水混と発生迷度

クロアワピのふ化、幼殻完成、葦形成、限点出現、

平衡胞出現にいたるまでの外部形態の変化は、飼育水

温条内によって発生速度が異なる(図II-1 -27)。

閃から水温が高くなるにつれて発牛j車度も速い。しか

し、水温13'C以 Fでは発生速度も還く、ふ化率も低い。

そのうえ奇形も多く、ふ化までの発生時間の差は明確

でない。さらに、水温25'C以上では平衡胞の出現以降

の発死が多い。

受精後ふ化から乎衡胞の出現にいたるまでの水温別

発生速度は、 15~Z5'Cの水温範囲では図 II-1 -28の

とおりで、次式のとおりの関係が求められる。

ふ化まで 1 / h二 0.00467T -0.0282 

幼殻完成 1 / h二 O.00320T -0.0284 

蓋形成 1 / h =0. 00263T -0.0239 

眼出現 1 /h =0.00200T -0.0200 

平衡胞出現 1 /h =0目00096T-0.00899 

{旦し、 h :発生時間(11寺)、T:水温<，C)

なお、而盤の消失は平衡胞出現後水温15~ltCで48

時間である。

0.10 

0.08 ふ化

6
 
0
 
0
 

1
/
h
 

幼殻完成

0.04 

0.02 

/ 

守'， 
CY 
， 
/ o / 

20 25 5 10 
水

図II.1・28 発生

15 
温('c) 

速度
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表ll-1-20 クロアワピの水温別発生時間

ホ混~℃~~形態九の一持ー慣~ J、 ft 幼殻完成

14 26.9 61.0 

15 23.9 51.0 

16 21.5 43.9 

17 19.5 38.5 

18 17.9 34.2 

19 16.5 30.9 

20 15.3 28.1 

21 14.3 25.8 

22 13.4 23.8 

23 12.6 22.1 

24 11.9 20.7 

言十 算 式
十』0=.000467T 
0282 

十二0=. 0 . 00320T 
0284 

さらに、これらの式から水温耳目の各形態の発生時間

を表 11-1-20に示した。

111.考察

アワピの発生速度は水温によって著しい影響を受け

ることが知られたが、自然界では、産卵時期lに水温の

F!変化が著しくなり、その刺激で産卵するとみられる

が、その場合、水混の著しい変化が発生途中のアワビ

幼生の生残りに関与するとみられる。今回の実験では、

クロアワピが正常に発生する最低水温は、 13.5'Cにあ

り、 10'C~13.51むの聞では奇形が多く、 ふ化までの

発生時間を明確にするごとは難しいoTJ(温10'Cでは、金

子fdゐ報告によると担給子幼生時の奇形発生率が 100

%となっており、lQ'C以下の水温が持続する白然界で

のクロアワピ幼生の生存は不可能と思われる。

水温13'Cでは、奇形発生率が著しく減少するため、

この水温帯がクロアワビ幼生の正常発生のできる低温

限界とみられる。

クロアワピは上足触角が形成される頃、旬旬し始め

るが、この時期は付着基質に付着ーしたり、離れたりす

る。平衡胞が出現する時期には付着する機会が多く

なる。受精から平衡胞発生までの時間は水温15'cで

184.8時間、 17'Cで136.4時間、 18'Cで120.6時間、

20'Cで97.9s寺問、 2fCでは89.5時間、 22'Cで82.4時間

となる。したがって、千倉町地先におけるアワピ産卵

感期の 11月では、水温は17~20'C で変化しているので、

受精後 4~6 日で付着することになる。平衡JJ包の出現

以降の発生は個体差が大きくなるが15'C以上では 2日

後から面盤の消失、周口殻形成の幼成が現われ始める

(ho山)

蓋の形成 眼点のl-H現 平衡胞出現

64.3 100目。 184.8 

55.0 83.0 157.0 

48.0 71.0 136.4 

42.7 62.5 120.6 

38.4 55.6 108目1

34.8 50.0 97.9 

31.9 45.5 89.5 

29.4 41. 7 82目4

27.3 38.5 76.4 

25.5 35.7 71.1 

土~0.00263T +工02.0.00200T 十旦。~0.00096T
"0.0239 0200 00899 

ので幼生付着の機会はそれ程長くない。
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'h.アワビ漁場の海底地形と漁場利用

i .海底地形

千葉県のアワビ漁場は岩礁に亀裂や岩槻の発達した

欄場漁場と、大小の転石からなる石場漁場およびそれ

らの組合わさった漁場に大別される。磯根漁場はまた

周囲より隆起した岩盤の部分(恨)と、凹地に小転石

あるいは砂が堆積した部分(クマ)とに分類される。

七浦漁協地区のアワビ漁場は、名称のつけられた恨

が42を数え、 20の漁場に区画される(図Eー 1-29)。

ほとんど全てが概湯でかつ根を主とする漁場である。

千倉町大川地区には岸寄りに「ほんねJ'みなとまえJ

「あたしまJ'ひらたいJ'くまいしJi中寄りに「さざえ

ねIまえね」の7漁場がある。岸寄りの漁場は水深3
~ 8mでクロアワビが主に漁獲されている。「ほんね」

には転石の詰まった禰が多い。「くまいしJのi中側部分

は水深8m前後で石場となっている。水深10m程のク

マのj中側のf艮では、メカイアワピ、マダカアワビが多

くなる。「まえねJI土水深約12mでありその岩盤はさら

にi中へ水深22m付近まで続いている。南隣りの白問津

地区の漁場と比べ、水深が浅く、全体的にみると大川

地区から白関津地区に向かつて海底が傾斜している。

自問津地区では、岸寄りの漁場は水深7-12mであ

り、恨の高きが4-5mあるので根の上では水深3-

7mである。「はが」は水深7~l1m で大小さまざまの

転石が多く、クロアワピは小型のものが多い。「くろし

ま」は水深7~12m でサオが多い。「おおね」には根が

多く槻も転石も多く好漁場で、F水深12~18m ある。「も

l: J は広い区域である。マタネ付近では水深 6~9m、

モウネ付近の海底で10-13m、ヒガシジラ付近で18m

ある古守良の頂部では水深4m前後で起伏の激しい海底

である。この区域には、棚、転石、くま、サオが多数

配置され好漁場となっている。

川口地区のアワピj魚場は13に区画される(図ll-l

-30)。当地区もほとんど全て欄場漁場であり石場は面

積的にわずかである。地層の軟層部分が浸食を受けた

小規模なケスタ地形で、械はi中間IJに開いている。その

ため波によって転石が詰まりやすくなっている。小口、

赤島、三ツ島、テッカイと並ぶ岩礁列のすぐi中は水深

4~6m であり、 i中に東西に伸びるオオグマまで次第

に水深を増して10mほどとなる。

オオグマは水深12-13mの降、底で、西{~tlから水深10m

の校根がかん入している。校根周辺にはアラメ、カジ

メの漂着が多い。幅50-80mのオオグマを超えると再

び岩盤底のi中根となる。水深7-8mの高根i中を中心

に左右に深くなって校根i中では水深15m、真口i中では

18-20mとなる。黒根、川問視、川関根i中では地層が

ほぼ垂直となり、軟層部分が浸食されてサオとなって

いる。日i問f艮と黒根をへだてるク7(土、根から 2-3

mの段落ちと在っている。

ii .千倉町沿岸の漁場利用状況

殻長12cm以上の漁獲対象資源であるアワピ成貝の場

の特性、海士(刻の漁場利用の実態を把援するため、千倉

y 

図ll.，・29 七浦地区の磯根漁場 合:砂底
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ワピが水深10m以浅に多く、特に4-10mに集中して

いる。メカイアワピは、 10-15mが最も多く、 4m未

満で極めて少をい。マダカアワピは、水深10m以深に

多く 15mより深い漁場に集中している。これらは、

隻の標本船による結果である。

8 

町管内の忽戸、千倉町川口、七浦各漁業協同組合の操

業日誌をまとめた。

(1) 忽戸漁業協同組合地先海域

昭和50年には5-8月の漁場別(函II-1 -31)漁

獲量は、図II-1 -32に示したとおりであり、クロア

川
閉
沖
恨

川
間
恨

真
口
沖

禁漁区βク

前

f艮

番
IJ! 

詰
沖
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19 

し~∞ ベ十

21 

20 

図II-1-31 忽戸地区の磯恨漁場回.魚穣"'，投石一。満潮時海岸線一・海面下の岩礁

6口 1 水深1O~15m

60  

6ロ
22 6 6口 Aロ

21 ムロ
66口 A 

A 66口 A 

20 6 6ム口 A ム 6 I込

66  口 ム

66  0 A 

66  

図II-1-32 rs、戸地先におけるアワビの漁場別漁獲量
く〉:クロアワピ L'-，'メカイアワビ 口マダカアワピ

(各印l田はlOkg.1915年5-8月， 8隻の標本賠による)

L本海lS~20m



55 

これらの漁場利用回数は図!I-1 -34-35に示した。

5月には水深10m以浅の漁場を多く利用し、特に水深

4 -10mの漁場6-10の利用が著しいが、沖合の10-

15mの漁場15-17およひ'15-20mの漁場20、22でも操

業が目立つ。

(2) 千倉町川口漁業協同組合j也先海域

昭和52年の4隻の標本船によって求めた結果で、こ

の地先海域(図!I-1-30)の4-8月の漁場別漁獲

量は表!I-1 -21のとおりで、クロアワビは、ヰ深7.5

-12mの前根、赤島i中、三ツ島沖、真口台根で多く漁

獲され、水深12-19.5mの枝f良、高根、川間i中根など
i中恨漁場で少ない。メカイアワピの漁獲量はクロアワ

ビに比べ少ないが、水深7.5-12mの赤島沖、三ツ島沖、

真口台恨で多い。マダカアワビは、水深12-19.5mの

また、j毎土(討は l漁場でl日中操業することは少なく

いくつかの漁場を利用するため、利用回数や時間が異

なるごとが多いが、 l百!年の 1回当り月別漁場別漁獲量

は図!I-1 -33のとおりで、クロアワビでは5月に水

深4m以浅のi魚場 1-3、4-10mの6、9、12での

操業が多い。 6月では水深4m未満の漁場4、

に沖合の10-15mの16、17で漁獲景が増加する。

8月では、漁場1-3の漁獲量は減少するが、 6、

-ll、13の漁獲量は 1-3ほどには減少しない。同様

に沖合の漁場16-18も漁獲量は多くはないが減少は少

ない。メカイアワビは 5、6月に水深10m以浅の漁場

10、12、水深10-15mの16、17で主として漁獲される

が、 7-8月には、 15-20mの沖合漁場19-23のI魚獲

最の増加か苦い、。

5さら

7-

9 

8月

国国8 

4 

7M 

6月

。
8 

自

4 

。

4 

漁

場

利

用

回

当

り

漁

獲

量

kg 

。

5月

8 

4 

。
23 

口:メカイアワビ (1975)

22 21 20 19 

Eヨ:クロアワビ

7 • 8 . 9 . 10 . 11 . 12 
漁場

忽戸魁先における漁場別、月別CPUE

2 

図!I，'，33 

1 



漁

56 

。。
00  
00  
0 
0 
11 

0000  
000  

000  
000  

000  。。。
10 

区

0

0

 

0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
8
 0
0
0
0
 

0
0
0
0
 

2 

00000  

0000  

0000  

6 0000  

0000  
0000  
0000  

0000  

17 

22 16 

21 15 

20 

。
。

忽戸地先における 5月のj魚場利用回数(1975)0は1回の漁場利用を示す図II-1-34 

19 

0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

2 

00000  
0000  
0000  
0000  
0000  

0
0
0
 

0
0
0
0
 

6 

0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
 

16 

21 

000  

000  

00  
00  

00  

00  

15 

20 

00000  

0000  
00  0 
0000  

0000  

0
0
0
 

0
0
0
0
 

8 

19 

7 

。
0
0
0
0
 

忽戸地先における 7月の漁場利用回数(1975年)10印は1回の漁場利用を示す

。

図E・1・35



が、 6月以降は沖合で漁獲が多くなる。

月別漁場別出i魚回数は図ll-1-37のとおりである。
4月には、各漁場とも出漁回数が少なく、 5月に前根、

赤島沖、三ツ島沖、真口台根、 111関根で操業が多くな

る。 6月からは、技根、高様、 111間i中根など沖合の漁

場が利用されるようになり、 7月になって操業漁場は

地先全域におよぶ。そして 8月になると、沖合漁場が

減少してくる(表ll-l-21)。

ごれらをまとめて、乙の地先の海土の漁場行使地点

分布を図ll-1-38に示した。小口、赤島、三ツ島、

テッカイなど岩礁列のすぐ沖側に操業が集中している

ことがま口られる。
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高根にわづかに漁獲されるにすぎないが、潜水器を利

用するi中tRは、ほとんどマダカアワビである。
クロアワビのI回当り漁獲量では水深4.5-6mの本

ノ内~7.5-12mの前根、赤島i中、真口台板、黒根、川

関根が多いが、これらの漁場は、 i魚期始めの4-5月

に漁獲量が多く、 6月以降、とくに7-8月になると

漁獲量は減少する。沖合の枝根、枝根i中、高根i中の漁

獲量は少ないが、これらの漁場は6月以降に漁獲があ

る(図II-1-36)。
メカイアワピでは、各漁場とも、 4-5月は少ない

8
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七浦漁業協同組合地先海岸

昭和48年の同組合標本船38隻の操業日誌から七浦地

先(図II-1 -29)における 4-8月の漁場別漁獲量

は、表II-1 -22に示したとわり、クロアワピl土、自

問I章I也IZ:のモジ、ミナトマエ、ハガ、ナガクマで多く、

オオネ、タオがこれに次ぐ好l魚場となっている。大川

地区では、ミナトマエ、ヒラタイ、タアパマ、クマイ

シ、ホンネで漁獲が多い。白問津では水深7-18mで

恨の周辺は深いが大111は3-8mで漁場カ守主い。

メカイアワビについては、自問j事地区でハガ、オオ

川1=1地先の海士による漁場行使点分布図(1975)

モジが多い。大川地区は、

ヒラタイて、多くなって

ネ、 7グシマ、ヨジョウ、

ホンネ、マエネ、ミナトマ工、

図ll-1・38

(31 

いる。

漁場別月別漁獲量は表II-1 -22のとおりで、白問

津地区のクロアワビは、ミナトマエでは、 6月に最高

の漁獲を示し以降減少してゆくが、一般にクロアワピ

の場合は5月から漁獲が多くなる。メカイアワビは5

月に漁獲が最も多くなり、 6月にー担減少するが、

月に再び多獲されるが8月に減少して終漁する。

大川地区では、クロアワビは各漁場とも 4-5月に

7 
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表Il-1 -21 川口地先の漁場におけるアワピの漁獲量(f固) (1977) 

i亀場 本 ノ 内 前 f艮 番 f且 赤 E量 i中 コッ島 i中 真口台恨

パ1
クメマ回 クメマ回 クメマ回 クメマ巨] クメマ回 クメマ同
カタ カタ カタ カタ カタ
ロイカ数 ロイカ数 ロイ カ教 ロイカ数 ロイカ数 ロ カイ カタ 数

4 月 149 1 7 250 15 8 127 8 5 5 100 8 8 60 2 2 

5 月 6 5 2 510 28 23 31 9 3 282 56 16 291 66 14 203 23 1 10 

6 )j 5 6 3 120 29 9 11 5 1 3 173 43 9 160113 11 232 209 12 

7 月 6 1 6 385 52 35 99 68 8 282 77 27 183 83 15 292 129 9 24 

8 月 86 20 8 9 5 1 39 18 6 61 14 5 59 14 4 19 

計 331 1 18 1351144 83 150 87 1 15 903202 5 63 795284 53 746，377，14，67 

4魚』号 黒 恨 JII 間 t昆 伎 恨 f主 恨 i中 J論 f艮 w 川間 j中恨
種類 クメマ図 クメマ回 クメマ凶 クメマ[叶 クメマ回 クメマ困

カタ カタ カタ カタ カタ カタ
円 ロイカ数 ロイカ紋 ロイカ数 ロイ カ敦 ロイカ数 ロイカ数

4 月 91 4 1 4 36 l 

5 月 131 9 6 288 55 13 

6 月 110 12 4 120 11 5 18 71 2 

7 月 120 31 8 50 30 2 8 3 38 4 

8 月 14 10 3 2 1 

言f 466 66 1 25 496 96 2 28 21 109 6 

多獲されるが6~7 月と減少が著しく 8 月に再び多く

なって終漁する。

自問津、大川両地区の砂場を含めた漁場面積、各潟、

場の出i魚回数、クロアワピの i操業当り漁獲量は表E

1 -23、図!I-1  -39のとおりである。出漁数につ

いて、白関津でミナトマ工、ハガ、モジが多く、大川

は、ホンネ、ミナトマ工、タアパマ、クマイシ、ヒラ

タイで多い。そのうえ、漁場面積当り出漁数は大111が

多い。

15 

。

A 。
q， 
。。 。

。
。

5 10 15 20 
漁場面積 (ha)

図!I-， -39 漁場面積と 1回当り漁獲量
0 白~l湾 "..大川

。

24 19 6 2 

2 42 4 2 24 31 I 4 

2 18 75 1 4 128 22 6 23 66 6 

53 46 4 

4 18 75 1 4 170 26 8 124 162 7 16 

白間j君、大川岡地区の 1操業主iり漁獲量と漁場面積

の関係は、 7グシマ、マエネ、サザエネを除いて、た

とえ漁場面積が広くても、漁獲総量の差が少ないごと

が知られる。

また、昭和52;トにおけるlc!問津・大川地区の海士の
操業佼置を図!I-1-40、海女のそれを図!I-1-41

にそれぞれ示した。海士の操業位置は白聞湾地区では

イチノオリ周辺、イガイ周辺、モジ、オオネなどに集中

している。大川地区は、各漁場ともよく集中している。

白問津地区の海女ではハガ、タオ、クロシマ、モジの

岸側などに集中して操業が行なわれている。大川地区

の漁場が自問津のそれと比較して操業位置が集中して

いるが、これは大川地区の水深が浅いため、 l人1日

の潜水回数がせいぜい40回程度の自問津に対し、大川

では120回と格段に多いためと、漁場氏域が狭いため

である。

111 .考察

千倉町沿岸のアワビ類の漁場形成は、一般に水深10

m Ui主でクロアワビ、 10-15mでメカイアワピ、 15-

20mでマダカアワビが主体的になっているとみられ、

住み分けの要因が水深に関与していると考えられる。

アワピの操業が漁期の前半に水深の浅いクロアワビ
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必/

図II-1-40 七浦地区の海士による漁場行使地点分布図(1977)

対/

一、

図E・1・41 七j甫地区の海女による漁場行使地点分布図(1977)
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表II-1 -22 七浦における漁場別月別漁獲量
(1913年;個体数)

hi 
4 5 6 7 8 計 煩

(タロ)

ク ロメカイ ク ロ メカイ ク ロ メカイ ク ロメカイ ク ロメカイ ク ロメカイ 位

ミナトマエ 226 18 662 77 126 108 626 112 358 40 2，598 355 2 

タ オ 251 40 284 108 288 135 167 102 218 122 1.208 507 6 

白 ノ、 茸 213 66 644 410 353 226 506 283 394 215 2，110 1，200 3 

オオネ 170 102 451 410 217 259 202 262 201 309 1，241 1，342 5 

クロシマ 55 18 293 139 192 93 227 145 16 79 783 474 7 

ナガクマ 439 76 377 162 502 187 338 138 177 37 1，833 600 4 
間見
フグシマ 174 139 126 205 145 177 195 288 44 126 684 935 9 

ヨジョウ 76 57 152 135 81 176 207 407 95 207 611 982 10 

オオクマ 109 48 223 71 221 56 123 94 53 48 129 317 8 

:宰
モ ミJ 680 266 1287 907 507 449 600 574 421 522 3，495 2，718 1 

計 2576 849 4771 2674 3433 1907 3382 2475 2090 1759 16，192 9，664 

辺口、 計 3，425 7，385 5，340 5，857 3，849 25，856 

ホ ンネ 360 184 762 3ω 237 105 237 105 255 186 1，851 968 5 

マエネ 15 90 104 156 112 189 112 189 12 176 415 800 6 
大 ミナトマエ 608 193 1，166 308 342 78 392 83 360 88 2，868 750 1 

サザエネ 89 104 143 77 82 77 82 155 180 413 576 7 

タアノミマ 674 170 610 152 167 31 213 34 276 36 1，940 423 3 

ヒラタイ 527 134 666 252 216 88 231 89 347 127 1，987 690 2 

クマイシ 308 7 126 118 186 13 197 14 483 31 1，900 183 4 
JJI 

計 2820 949 4，832 1，769 1，683 747 1，488 782 2，426 1，244 13，609 5，491 

Jロ'>. 計 3，769 6，601 2，430 2，630 3，670 

共 ア ワネ 314 86 406 196 379 

用 ク ロネ 197 15 500 106 168 

総 計 5，907 1，899 10，449 4，745 5，663 

漁場を主に操業位置とし、夏期には沖合のメカイアワ

ビやマダカアワピ漁場へ移動してゆく傾向があるとみ

られ、これが、海士(女)の水温や、潜水深度に対す

る順応が直接の要因とみられるほか、価格の高いクロ

アワピ漁獲量の減少も加味されるものと考えられる。

また、漁場特性としてみるとき、次のように類型化

できる。すなわち、漁期始めと終了時期の 1日1隻当

り漁獲量に大きな差がある漁場、および、漁期中を通

して平均化している漁場とである。

多くの場合、漁期当初に漁獲量が多く、終了期に少

なくなる漁場であるが、乙れは、禁漁期間中に捌場な

どに移住したアワビが漁獲された後、資源量の減少に

より、再びその場に移住する速度が遅くなるためだろ

う。漁期中、安定した漁獲を示す漁場は、石場漁場や

械が著しく深くせまい漁場であり、その場の生息密度

が高く、シミ出ししてきたアワピを漁獲対象にするか

167 415 200 499 458 2，013 1，107 

35 165 56 92 16 1，122 228 

2，856 5，810 3，513 5，107 3，477 32，936 16，490 

(江里子日未発表資料による)

らであろうと思われるi}
大川地区の操業は漁場全域にわたって集中度が高い

が、ごのことは、一般的には、アワビの生息密度が高

いか、あるいは漁獲し易さのあるいわば相対的に努力

当り漁獲量の多い好漁場であるものと考えられる。ま

た、地形的に風浪が少なく多少の時化でも出j魚できる

ために操業回数の多い漁場もあるうえ、海士に比べ潜

水能力の劣る海女では岸寄りの比較的水深の浅い漁場

に集中する傾向がある。

Iv.文献

1 )千葉県水産試験場:昭和50・51年度大規模増殖場

開発事業調査報告書(夷隅地区クロアワビ)、千葉

水試業績皿、 1~102 (1977) 
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クロアワビ漁場の持性(白問浮:1973年4，5，8月，大川:1973年 4~8 月)

タロ 延 延J出漁回数
i魚 t量 i魚場面積 漁獲量 出漁回数 1回当リ漁獲量 漁場面積X10，000

Im') 日間 個)

ミナトマエ 165，240 1，246 125 10.0 7.6 

タ オ 28，350 753 74 10.2 26.1 

白 ノ、 if 51，030 1，251 129 9.7 25.3 

オ オ 午、 78，570 822 78 10.5 9.9 

i淘
7ロシマ 16，200 364 33 11.0 20.4 

ナガデマ 62，370 993 85 11.7 13.6 

7 グシマ 49，815 344 51 6.8 10.2 

j事 オオ 77 59，130 385 32 12.0 5.4 

ヨジョウ 131，220 323 24 13.5 1.8 

モ ン 219，105 2，348 195 12.0 8.9 

白 間 i~主 861，030 8，829 826 10.7 9.6 

言I
大 111 134，460 11 ，359 1，017 11.2 75.6 

ホ ノ 午、 14，580 1，851 158 11.7 108.4 

大
マ 二L 干、 11，745 415 64 6目8 54.5 

ミナトマエ 25，515 2，868 215 13.3 84.3 

タアパマ 14，580 1，940 171 11.4 117.3 

11[ 
サザエネ 24，300 398 72 5.5 29.6 

クマイシ 19，035 1，900 157 12.1 82.5 

ヒラタイ 24，705 1，987 180 11.0 72.9 

表Eー 1-23 

(江野口未発表資料による)
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1.漁獲量と漁獲率

千葉県のアワビ漁業は、海士(女)、潜水器、刺網

などによって漁獲されているが、刺網の場合は、サザ

エ、イセエピを対象にしたものにj昆J蔓されてくる。こ

のうち、海士(女)、潜水誌の漁獲量について、昭和

47~51年で634~833 トンの範囲で変動し、平均 749.6

トンであり、このうち 215~245 トン (33.9~29.4%)

が千倉町、白浜町、館I)J市布良、+日ノi兵に至る安房地

区で漁獲されている。昭和50年の地先別漁獲量分布を

図II-1 -42に示したが、安房地区は夷隅地区(大沢

~太東)に次いで漁獲量が多い。地区内漁獲量の95%

以上が千倉、白浜両町で占められている。

l 漁獲量

極めて漁獲量の少ない館山市布良、相ノ浜地先を除

く安房地区における昭和49~53年の海士(女)による

アワピ漁獲動向は、表II-1← 241こ示した。地区内で

最大漁獲を示す地区は95tある白浜町漁業共同組合で、

あり、〉欠いてや七;南東部38t、七浦31t、忽戸26t、川

口22tと続いている。
各地区のアワピ漁獲量
( 1975年度続より単位。トン)

図II'H2
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表1I-1-24 過去5か年のアワピ漁獲量
( 1宮74~'78) (単位kg，%) 

よぞ
クロアワピ メアイアワビ マダカアワピ メロ〉、 計

摘 要
}角1聾量(kg) 比辛(時) 漁獲量 比率 漁獲量 比率 漁獲量(kg) 比率(封)

白子・瀬戸 5，909 6.8 3，878 13.9 498 14.2 10，285 8.7 

千 倉 4，122 4.7 1，011 3.6 125 3.6 5，258 4.4 '74~'77の 4 年分

平 館 7，208 8.3 1，946 7.0 165 4.7 9，319 7.9 

忽 ，~' 12，323 14.2 3，953 14.2 434 12.4 16，710 14.1 

111 口 14，269 16.4 4，026 14.4 312 8.9 18，607 15.7 

七浦東部 21，932 25.2 6，237 22.4 1，043 29.7 29，212 24.7 

七 ィ甫 21，188 24.4 6，826 24.5 931 26.5 28，945 24.5 

(計) 86，951 100 27，877 100 3，508 100 118，336 100 

白浜町 42，650 63.6 22，851 34.1 1，523 2.3 67，024 100 

メロ、 計 129，601 69.9 50，728 27.4 5，031 2.7 185，360 100 

表1I-1-25 安房地l五アワビ漁場の単位当り漁獲量
(1975年)

漁業協同組合地区 漁獲量 A 漁業権面積 B 単位当漁獲量 A /B 

d多しヲ、 戸 26.0 t 

111 11 22.0 

七浦東部 38.0 

←七 j雨 31.0 

臼 浜 95.0 

言f 212.0 

これらの地先における漁場面積当りのアワビ漁獲量

は忽戸13.54t/km'、111仁117.19t/ km'、七浦東部 17.59

t/km'、七j甫7.75t/ km'、白浜5.71t/1叩"と求められ、

千倉町川口地先のアワビ生産性が最も高く、ついで、七

浦東部となっている(表1I-1-25)。

種類別漁獲割合についてみると、地区全体ではクロ

アワピ69.9%、メカイアワピ27.4%の順で多いが、千

倉町はそれそ

%と千倉町がクロアワピの占める害割1合が多い。各地先
別では、白子瀬戸、および白浜町を除いて、クロアワ

ピは73%以上と多い。しかし、この 2j也区でも57.5、

63.6%と過半数を占めている。

アワピ漁獲量の経年変化について、千倉町管内各漁

業協同組合の種類別経年変化は図1I-1  -43のとおり

であり、千倉地先を除いて各地先とも昭和37-42年で

は直線的に増加する。また、 42年以降は七浦地先で減

少傾向を示す以外、安定している。これらの経年変動

は、それぞれ類似の傾向をもっている。平館、川口、

七浦各地先のクロアワピは漸増傾向にあるが、メカイ

アワビは漸減傾向となる。漁獲変動係数の高い地先は、

千倉、川口、七浦(表1I-1-26)などである。

1. 92 km' 13.54 tjkm' 

1. 28 17.19 

2目16 17.59 

4.00 7.75 

16.64 5.71 

26目。。 8.15 

種類別にみて変動係数の高いのは、マダカアワピで

あり、ついでメカイアワピがある。近来、白浜町では

クロアワビとメカイアワビの変動係数が略等しくなっ

ている。

11 クロアワビのスト yケ量

クロアワピのストック量と漁獲率について、千倉、

白浜両町5漁業協同組合7j也先の昭和52年におけるス

トック量をDc Lury の式で求めると、殻長12cm~J.上で、

忽戸13.5t、川口23.0t、平磯11目3t、千田17目。t、

大1116.5 t、白問:章18.3t、白浜40.5tとなる。その

年の漁獲率は、それぞれ68.8%、56目9%、59.9%、60.9

%、 67.8%、69.3%、64.9%と川口、平磯、千田を除

いて65%以上と高〈推計された。

また、 53年のストック量は、忽戸で前年を2.7t上廻

っている。また漁獲率は、各地先とも前年ーより下廻っ

ている(表Eー 1-27)。

昭和52年のクロアワピ累積漁獲量と単位当り漁獲量

の関係は図1I-1 -44に示したが、これから漁獲強度

を判定すると忽戸、川口、平磯、千田各地先は間程度

であるが、大川ではこれらの地先より強いことが知ら

れる。自問津地先、白浜(乙j兵~野鳥)地先では弱い。



64 

表II-1 -26 7ワピの変動係数

:;ヰ¥
クロアワビ メカイアワピ マダカアワビ ぷロ》、 言十

平均 変動 平均 変動 平均 変動
平漁獲均量ω 年 変動向車量ω 係数ω 漁獲量付 係数例 漁獲量ω 係数~ 係数例

1966 1956 

白子・瀬戸 5，455 19.2 3，425 23.9 646 48.9 7，779 32.3 
1978 1978 

1971 1956 

干 倉 3，929 13.5 1，302 30.3 184 53.3 4，720 42.1 
1977 1977 

1965 1955 
平 結 6，906 13.3 2，545 31.1 184 61.4 8，358 23.6 

1978 1978 

l宮67 1955 

忽 戸 11，608 16.2 4，379 26.9 496 52.0 12，934 37.7 
1978 1978 

1971 1953 

千倉町川口 11，585 26.9 4，379 30.6 447 69.1 13，047 46.8 
1978 1978 

1965 1955 

七浦東部 20，463 15.0 7，538 29.9 1，045 39.8 23，675 32.4 
1978 1978 

1964 1955 

七 浦 22，366 15.7 8，789 23.0 1，429 55.6 25，454 40.7 
1978 1978 

1974 1965 

白浜町 42，650 10.7 22，851 9.3 1，523 16.3 56，475 21.1 
1978 1978 

表Hー 1-27 千倉町・白浜地先海域のクロアワビのストック量

i魚 T品 地 先 年 ストック量ω漁獲率ω 漁獲強度 計算時期

51 10，984 74.5 7，819X10-4 4 月下旬~7 月下旬
忽 戸 忽 fコ 52 13，507 68.8 5，264X10 -4 5 月上旬~8 月中旬

53 16，231 47.5 4，079X10-4 5 月上旬~7 月下旬

千倉町川口 J11 
52 22，972 56.9 4，117X10-4 4 月下旬~9 月上旬

口
53 17，340 56.0 4，424X10-4 4 月下旬~7 月下旬

平 磯
52 11，348 59.9 6，513X10-4 5 月上旬~8 月下旬
53 7，513 58.9 8，888X10 -4 5 月下旬~7 月上旬

七浦東部

千 回
52 17，006 60.9 6，592X10-4 4 月下旬~8 月上旬
53 13，123 48.8 6，268X10 -4 5 月中旬~7 月下旬

大 111 52 6，488 67.8 I，308×104 5 月上旬~8 月上旬

七 j南 自問 j幸 52 18，272 69.3 3，796X10-4 4 月下旬~8 月上旬

七浦(計) 53 21，050 58.7 3，111X10-4 5 月上旬~7 月下旬

白 浜 乙j兵~野島 52 40，523 64.9 l，444X10-4 4 月中旬~8 月上旬
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、20 
川口地先の漁獲量とストック量の関係について、昭

和37-42年1)と52-53年のクロアワピj魚獲量Cとスト

ック量Sの関係は図II-1 -45のとわりで S~1. 198C十4.096
r~0.88 。。15 

。
10 

5 

ス
ト
ッ
ク
量
(
ト
ン
)

(1' =0.88) 

と求められ、漁期前のストック量がその年の漁獲量の

多寡を決める。この式から平均漁獲率は65%と求めら

れる。また、この地先における殻長12cm以上のアワピ

漁獲量と水温の関係について検討すると次のとおりと

なる。水温についてみると、平磯地先の水産試験場定

点観測記録と東京水産大学小湊実験場の資料から、昭

和42-51年11月の期間で両地区の水温変動の関係は、

小湊の平均水温t也、平磯のl'の問に、

S立L198C+4.096

15 

川口地先海域におけるi魚]輩量(C)と
ストック量(8)

10 

漁獲量(トン)
5 

図II.1.45 

。(r=0.87) 

の関係があることから、クロアワビ漁獲量と小湊地先

水温の関係を次のとおり求めた。

1 =0.8031' +3.970 
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n年11月の平均水温 tとn十 3、11斗 4、11+5年

の漁獲量C(kg)の間には、

( 11十 3) C = -1116.759 t十33153(r =-0.258) 

( n十 4)C = -2500.566 t十60223(r=-0.575) 

( 11十 5)C =-1329.383 t +38103 (r =-0.361) 

の関係が成り立つ(図II-1 -46)。

これらの式については、 n十4年以外は、相関係数

が 0.5以下である。 n+4年の関係式について、産卵

盛期lである11月の水温が漁獲量に影響を与えるのは4

年後の漁獲量に対してであり、 18-21'Cでは水視の低

い方が4年後の漁獲量が多い(図II-1 -47)。
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111 .七浦J出先限クロアワビ資源の解祈

アワビは外海岩礁地帯の漁獲対象生物として古くか

ら重要な佼置を占め、その増殖研究の歴史も古い。近

年では人T種苗生産投11'1が長足の進歩を遂げたが、こ

れらの研究は生物学的側面に重点がおかれ、アワビ資

源の重UJ態に関する知見に乏しい。その原凶の第ーは漁

獲統計の不備にある。すなわち、現在それらについて

得られるものは毎年の漁獲量ぐらいのもので、努力量は

一般に不明で、ある。漁獲量は資源の大きさの一つの目

安を与えるが、漁獲の強さによって大きく変わり得る

からあまり良い目安と在らない。漁獲の強さは漁獲努

力量によって与えられ、漁獲量を努力量で除した値、

すなわち努力当り漁獲量 (CPUE)はかなり良い資源

量の目安となると考えられる。

七浦漁業協同組合では1966有(B{{和41年)以降の水揚

伝禁がほぼ全て保存されているので、ごの資料をもと

にしてアワピ類漁獲量の永年変動を示し、クロアワビ

に関する資源特性値を推定し適正漁獲量について検討

した。

七?訴浦1市iii9自P

主類iii.点漁空魚¥l穫蔓量才あおコゴ、よひヨ漣正出i漁向人数を集計 Lた。 この地区は、

自問津、大川の 2部落がそれぞれの地先を独立にi，({t均

行使しているが、それらを合計してある。また、

毎年1凶禁漁区を解禁するが、この漁獲量と努力量も

合算した。これから泊、期中の平均CPUEとその逆数

を計算した。

加入量と漁獲能率を;j(めるため、次のモデルを考えた。

すなわち、資源が定常状態にあるとき、漁獲量と漁獲

努力量をそれぞれYT、XTとすると、CPUEの逆数、すな

わちXT/YTと努力量XTとの聞に次の関係が成り立つi}

Xt M 1， 1 
日=干百十RXT…H ・H ・-… (1)

ここに、 Rは加入量、 Mは自然死亡係数、 qは漁獲

能率である。 XTとXT/YTの悶帰係数からRとM/q，が

67 

推定される。

ここで、 M=0.2899(S =0.7-0.8の平均)"を与え、

qの第一次近似値を推定し、全減少係数ZT(=qXT十M)

を計算し、平衡漁獲量Y，と実際の漁獲量YTの比を

YT _ 1 

YT (1-ιZτ) ( 1十EZT1 ートeZT-1~Zτ ，+… ) 

から求め、これを補正項として年々の漁獲量YTI=乗

ピてYT'の第一次近似値を求める。そしてYTの第一次近

似値とXTとの回帰関係からRとM/ qの第二次近似値

を求める。以下これまでと同僚な手順をくり返し第n

次近似値と第(n+1)次近似値との聞の差がほとんどな

くなるところで計算をやめ、 Rとqの推定値としたt
資源量と適正漁獲については、 qとMおよび XTか

ら年ねんの漁獲率fを

f-Jキ ~q Xτ苛_e_...............(2) 

として求めT年々の漁獲量を除して資源量Poを求めたo
n年の初期資源量をPnとしてPn十1-PnとYnの和を

自然増加量として求めで努力当り漁獲量との関係をz

y平面上にプロァトしてシグモイド!l1J線理論"1こよ

り適正漁獲を検討した結果をまとめた。

(1) 漁獲量、努力量およびCPUEの経年変化

七浦漁業協同組合で、は、例年アワピ漁期を4月15日か

ら8月31日までの4.5か月間と定めている。漁は棟、あま

による潜水漁J土によって極〈沿岸の浅所で行われてい

るため、操業は気海象に左右されやすく、風浪ゃうねり

の発生、透明度の低下等によって出漁不能と在る。

また、採(本であるため水視の低い漁期始めには体温

保持回復のため暖をとる回数が婚ぇ;盛漁期である夏と

比較して!日の操業回数がy，-7:iであるという。年間
の出漁日数は表1I-1-28に示すように85-113臼、平

均96.2日である。各月の平均出漁日数は22日前後で梅

雨期の6月はやや少なく 20日となっている。

表Eー1-28 七浦漁協におけるアワピ出漁H数

V三【 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 平均
4 II II 10 9 8 12 II 12 II II 10 10 5 10.1 

5 20 22 18 24 19 24 25 20 24 24 20 24 18 21.7 

6 16 25 26 27 15 20 15 22 18 23 18 17 18 20.0 

7 22 25 18 28 24 18 17 25 22 21 20 26 21 22.1 

8 23 23 18 25 23 19 21 24 20 22 25 20 23 22.0 

年計 92 106 90 113 89 93 89 103 95 101 '" 97 97 85 96.2 

*: 9月に4日lH漁
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表1I-1-29 七浦地区のアワピ漁獲量，漁獲努力量およびCPUEの経年変化

クロアワピ メカイアワピ マダカアワピ
クロアワピの

年 漁獲努力量 I/CPUE 
人日 漁獲量 kg 漁獲量

1966 5，187 23，350 11，607 

1967 5，286 28，147 11，811 

1968 25，051 11，200 

1969 5，960 24，428 10，736 

1970 5，798 23，599 9，119 

1971 5，100 24，158 7，822 

1972 4，648 27，065 8，333 

1973 5，198 20，933 7，634 

1974 5，361 16，733 9，111 

1975 4，864 22，698 7，808 

1976 4，635 25，828 6，340 

1977 3，741 21，327 5，168 

1978 4，325 19，184 5，731 

クロアワビ努力畳

30HK九ヤ¥
E 久

i書20 6 v j聾 クロアワピCF1JE 努

量 5 3000力

量
ト
ン 1 4 人日

3 
マダカアワピi負撞量

。 ト下半す--0---0---0--0-。 。
1966 1自70 1975 

図1I.1-48 七浦tl也先のアワビj魚j聾墨i紛蔓努力量
およびCPUEの経年変化

1966年以降のあまによるクロアワビ、メカイアワ

ピ、マダカアワピj魚獲量、 i魚1蔓努力量およびクロアワ
ピのCPUEの経年変化を表1I-1 -29、図1I-1-

48に示す。クロアワピ漁獲量は11967年に28.ltと最

高であったものが減少して1970年には23.0tとなった。

その後増加し、 1972年には27.1tにまで回復した。そ

の後再び減少してきて1974年には16.7tと最低となっ

た。その後、 2年間は増加し、 2年間減少して1978年に

は19.8tとなった。その変動幅は11.4tと大きい。

メカイアワビ漁獲量は1967年の11.8tを最高に減少

傾向を示し、 1978年には 5.7tと約すとなった。

マダカアワビ漁獲量は、 1969年に 3目4tと最高とな

りその後は約 1t前後の水準である。

kg 漁獲量 kg C P U E 

i魚
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量

ト10
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。
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図1I-1-49 七浦地説2におけるクロアワピ;鮪蔓量と
努力量の関係(酔円滑は極的

努力量は3，741 ~5 ， 960人日の問で変動した。その変

動傾向はクロアワピ漁獲量のそれと対称的である。す

なわち、努力量が増加傾向にあるとクロアワピ漁獲量

は減少する傾向を示し、逆に努力量が減少すると漁獲

量は増加する傾向を示している。

クロアワビのCPUEは、 3.12~5.82kgの間で、変動し

た。その変動傾向は努力量の変動と異なり、クロアワ
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ピ漁獲量のそれと全く一致し、 CPUEが増えるとク

ロアワピ漁獲量も増加しその逆もまた同様である。

クロアワビ漁獲努力量と漁獲量の聞には図II-1-

49に示すように相関はほとんどない(1'=0，01)。このこ

とは、努力量を増やしても漁獲の増えない年があるこ

とを示している。メカイアワピおよびマダカアワどに

ついてのそれは図II-1-50および図II-1 -51に示

すようにやや相関がみられ努力を増すと漁獲量が増え

る傾向を示した。

クロアワビ漁獲努力量とCPUEの閣には相関がみ

られ(1'=-0，620)、最小自乗法で回帰直線を求めると

O 
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となった(図II-1-52)。

121加入量と加入能率

クロアワピj魚J聾努力量とCPUEの逆数との関係を

図II-1 -53に示す。

回帰分析により相関係数(1'=0，565)は有意で、回帰

式は、
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と求まり、(11式により
0 
'百，完

と求まった。続いてM=O，2899を用いて反覆計算を行な

った結果を表II-1 -30に示す。 4回の反覆計算で推

定[査が収束し、年ねんの加入量Rは25，302kg、漁獲能率

qは3，967X10-'と推定される。

=26，052 R 
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131 資源景と適正漁j堕

前節で求めた qとM(二 O目2899)およびXTとから各年

の漁獲率 fを121.式により計算し資源量を推定した結果

を表1I-1-31に示す。漁獲率は0.695から0.828の聞

で資源量は20.8!から35田町の聞であった。

ある年とその翌年の漁期初めの資源量をそれぞれPn、

Pn+lとし、 tJiたに資源に加入してくる量をA、個体

の成長による増重量をG、自然死亡量をD、漁獲量を

Yとすると、

Pn+l-Pn二 A十G-D-Y

と表わされるtこれから自然増加量(加入+成長 自
然死亡)は年々の資源変化量と漁獲量の和ということ

ができるので、これを前年の単位努力当り漁獲量に対

比させたものが図1I-1 -54である。今これに原点を

とわる放物線をあてはめると、

y =-15.37.r (x -8.042) 

表Eー 1-30じ浦地先クロアワピの資源特性値
IM=O .28991 

反覆計算
R M/q q 

;x 主t
1 26，052 712.0 4.072 XlO-4 

2 25，479 766.6 3.782XlO-4 

3 25，302 730.8 3.967 X10-4 

4 25，302 730.8 3.967X10-4 

表1I-1-31七j甫地先クロアワビの
資源量と漁獲率

年 P f 

1966 30，717 kg 0.793 

1967 35，282 0.738 

1969 29，499 0.828 

1970 28，729 0.821 

1971 30，654 0.788 

1972 35，527 0.762 

1973 26，389 0.793 

1974 20，877 0.802 

1975 29，292 0.775 

1976 33，940 0.761 

1977 30，702 0.695 

1978 35，848 0.742 

となり問中の1111線になる。この曲線はCPUEが4kg 

i立のところで自然増加量が最大になることを示してい

る。すなわち、ヒィ甫地先のクロアワピ資源はCPUE

i 4 kgに維持するように漁獲する時最も自然増加量が
大きくなり、この自然増加分だけを漁獲していれば最

大の持続可能な漁獲量が期待できることになる。
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図1I-1・54 七j南地先クロアワビのある年の努力
当りi魚j蔓量，翌年までの自然増加l量

IV 考察

安房地区のアワピ漁業は、裸あまによる操業が主体

であり、 70%~Bカずクロアワビでト占められている。また

この地[まの両端部は砂域が展開してわり、独立した岩

礁域と見なせる。このような地区内でのアワビ生産は

8.15t/km'前後であるが、地反内でも千倉町沿岸の先立

戸、"'仁!、七浦東部の 3 地先は、 13.54~17.59t/km2

と七浦、白浜両地先の1. 8~3. 1(音と単位当り漁獲量に

差がある。この要因は、クマの占める割合が関与して

いるとみられるが、後者は、前者より持干多いように

判断される。

川口地先のクロアワビで、は、ある年の漁獲が4年後の

漁獲に影響を与えると考えられ、産卵盛期の11月の水

温の高低が4年後のストック量に関与するとみられる

。これは、産卯期の水温が幼生の生残率を左七してい

るとも考えられるが、アワピj魚f暑のような極く沿岸の

水温は雨量、風向、沖合水等によって影響を受け変化

するので、沿岸の波浪、潮流を含めて今後究明してゆ

かな It~ll王ならない。

七浦漁業協同組合地先の昭和52、53年両年において

i帰J羽中の自然死亡および加入がないと仮定してDeLury 

の方法で資源量と漁獲能率を推定しておりこれを表E

1-32に示す。両年EもDeLury法による推定値が

小さいが、その比は0.81と両年とも同じである。ごの



報告では毎年一定量の加入が漁期初めにあるというモ

デルによって加入量および漁獲能率を推定した。しか

し、クロアワピは漁期と成長期が重なり成長に伴ない

連続的に加入があると考えられる。また、アワピは漁

獲後石の下や岩の割れ目などから漁獲対象外の資源が

移動してきて加入がおこZ。加入が無視できないとDe
Luryの方法では過大推定されるので補正が必要となる。

表II-1 -32 七浦jiJl先クロアワピの資源量POとt漁獲能率:q

年 DeLury法による 士会升の力j去

PO 24.760kg 30，702kg 
1977 

向聞津 3.796XIO-' 3目967XlO-' q 
メに 川r 1.308XlO 

P。 21，050kg 25，848 kg 
1978 

3.111X10-' 3.967XlO-' q 

漁獲能率qはj舟且月中気i毎象など自然条刊の変化によ

り漁獲の成功度が変わることによって変化し、漁民月初

めと主主漁期として 111当りで、表わされた努力量が質的

変化することによっても変化する。

漁獲能率が変化するとDeLuq'?土では過小推定とな

る。

自然増加は加入、成長、死亡の 3要素を含んでおり

それぞれの要素の変化を与えると全体を一括として取

り扱うことには無理が生ずる。例えば加入量を考える

とその年の資源量よりもむしろ加入群の生れた年の資

源量に依存すると考えられる。クロアワピは 3~5 才

で漁獲対象の12cm以上となるL考えられるので加入量
は生まれ年に対比されるべきである。経年的には大型

アワピが少なくなっているが、同一資源量でも年令組

成が著しく異なる場合には自然増加量は異なる1:加入
が年々一定であるとしたが、浮遊幼生量に変動があZ
ように加入量が変動していると考えた方がより現実的

であろうと考える。

以上のように、クロアワビに関する資源特性値の推

定およひ'適正I魚穫を検討するにあたり、諸種の問題が

残されている。本報告は資源解析の第一段階であり今

後より精密な解析を進めてゆく必要がある。

V.文献

1 )佐藤新他 6 昭和41年度指定調査研究事業磯根

資源調査結果報告 アワビの磯根資源調査、千葉

水試報告6 23~33 (1967) 
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10)井上正昭・漁獲によって減少したアワピ資源の同
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(昭和54年度日本水産学会春季大会講演要旨)

j .生物学的最小形

昭和50年9月から53年10月までの聞に夷隅・安房両

地区で実施してきた各種生態調査で得られたクロアワ

ピのうち、生殖腺の発達が認められ雌雄判別が有能で

あった最小個体は、維では殻長55.0mm、雄では61.9mm

であった(表II-1 -33)。これらは、いづれも七浦漁

業協同組合地先の中間育成湯でアワビの取り上げが行

なわれた際(昭和51年9月30日および10月8日)に殻

長測定と雌雄判別を行なった試料の中から得られた{直
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である。試料数は9月30日が754、10月8日が476個体

であった。両日の試料について殻長組成、殻長別の雌

雄不明{国体の占める割合および性比(舌/(♀十古)x

100)を図!I-1 -55、56に示した。雌雄ともに殻長55

-60mmから生殖腺の発達を示す個体があらわれ、殻長

80mm'では50%前後、殻長100mmを超えると95%以上の{毘

体が成熟する。性比は殻員O伽m以上の個体で1ま約50%の

値を示すが、それ以下では小型{団体ほど、雄の割合が

高い傾向が見られる。殻長60mm前後の個体が実際に産

卵に加わっているか否かを天然漁場において確認する

ことは極めて困難であり、したがって真の意味での生

物学的最小形も正確には知り得ない。しかし、陸上水

槽で飼育された人工種苗では殻長50mm前後で放卯・放

精を行なっているのが観察されており、天然海域にお

いても殻長50mmf立から産卵が行なわれる可能性.はある

と言える。

今後、乙の点についての確認が急がれるとともに、も

し実際に産卵しているとすれば、その産卵数はどれ位

か、さらに成熟過程が進み、その盛期に逮した時点で

殻長 100mm以下の個体では何割程度のものが成熟する

のか、またその時の性比はどうか等の諸点を解明して

いくことがクロアワビの再生産機構の究明のうえに必

要である。

表Hー1-33 クロアワビのBMS

舌

♀ 

調査年月日

昭和51年9月30日
10月8日

クロアワピの生物学的最小形については、猪野他

(1961)"が茨城県産のものでは殻長8cmと報告してい

る。これは茨城県産クロアワピの成長度からみると満

3年目をむかえる個体の大きさに相当している3本県
のクロアワビは満2年目をむかえる夏から秋(千葉県

産クロアワビは満2年で、65-70mm)に成熟を開始する

個体がみられ、茨城県のそれより 1年は早〈成熟す石

ものと考えられる。本報告に示した値l土人工種苗の放

流{国体から得られたものであり、天然貝と同様に扱う

事には問題があろうが、天然貝で成熟が認められた最

小{団体は雌雄ともに70mmであったことから平均的な成

長を示す個体であれば満2年(殻長65-70mm)で成熟

すると見てよいように思われる。
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k.肥満度

一般に、生物の肥満度は、生活の場における飼肥料

の多寡を判定する指標として考えられる。クロアワピ

の場合は、その漁場における海藻等の餌料条件判定の

根拠となる訳である。つまり、 1出荷度が低い地区はアワ
ピが痩せていることになり、餌料不足をきたしている

と結論付けられる。したがってこの点から肥満度を論

ず、ることとした。

一般に肥満度はF=(BW/ SL')XlO"で表現される

が、さらに軟f宇都重量MWと全重量BWの比m=(MW/

岡市)X1O'について求め、 Fとmで比較検討することに

した。その結果は図!I-1 -57、58に示したとおりで

ある。

各月のクロアワビ試料は概ね10個体 (7-11個体)
である。

I .千倉町川口産クロアワピ

昭和51年6月から53年1月にいたる 195個体につい

て、図!I-1-57に示した。

f共試貝の平均年令は3目6-6.4令の聞である。車大f宇部

重量比mの変化は毎年産卵後期または産卵期後に著し

い痩せの現像がみられるが、この他iこmが低位になる

月は産卵期前の生殖巣が発達し始める 7-8月の夏場

にみられる。mは、これらの低いときで65.94%-68.42

%の範囲となり、高い値の時期は、 4月と10月にみら

れ、 73.96%と71.78%であった。全般的な傾向として、

昭和52年1月13日に65.94%を示し以降肥満してゆき

4月15日には73.96%と最も肥大している。4月を頂点

にして7月21日までの聞は順次下降線をたどり、67.11

%になっている。 7月から産卵盛期の10月24日にかけ

て再び肥大し始め、 71.78%を示し、 以降12月9日の

66.19%まで急激な減少を示している。また、昭和51年

の資料では同様の傾向を示すが著しくはない。

Fについてみると、1.221(7月21日)から1.465(52

年 1月から4月)の関にみられる。これは、貝殻の成長

が、軟{宇都の成長と半衡的に行われていないためとみ

られる。

昭和52年1月には、1.465と高い値を示し、以降7月
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21日まで漸減の傾向を示し、 7月にFは最低を示して

いる。 7月から10月24日にかけてはm と問主事に』巴満を

続け、 10月には1.408と極大と在り、以後急激に降下

してゆき、 11月21日には1.335、12月9日で1.339とな

る。

12月9日から53年1月19日には再び漸増傾向を示す

が、 m の場合ほど著しいf哲前lではない。

ii 白浜町川下産クロアワピ

昭和51年6月1711から53年1月20日 (51年9月から

52年4月を除く)までの関の採捕された試料 102個体

について求め、図ll-1-58に示した。実験に供した

クロアワビの月別平均年令は5.1~6.6令の間にある。

図からmについては、 51年ではわづか3か月間の資料

であるが、 7月29日採捕の試料が65.80%と、 6月17日

および8月17日のそれぞれ68.08%、71.09%に比べて

2.12~5.11% も低〈、軟{宇部がやせている。

昭和52年5月20日から53年1月20日に亘るmの変化

についてみると、 5月に71.02%と高かったものが、翌

6月初日には67.67%と4.35%減少し、7月22日は67.80

%と償這い傾向で、 8月31日には70.01%、11月7日で

70.35%と高い値を示すもののその間の 9月27日には、

68.44%左低い谷になっている。 11月の最大値の後、53

年1月初日の65.95%まで務込みの傾向となり、これは

産卵の影響によるものと考えられる。

F については、 51年 6~8 月でm と同械の傾向を示

すが、 52年5月から53年1月にかけては、必ずしも平

行的に変化してむらず、 mが低位にある 6月28日には

Fが1.426と高く、 7月22日!こ1.365から降下し始め、

9月27日lこ1.303となり、 11月7日lこ1.347と肥大する

ものの、 11月24日には1.246と落ち込み、12月911と53

年1月20日には、1.371、1.279と値が安定的に変化し

ていない。

iii 考察

千倉町川口、白浜町川下両地先j魚場のクロアワピ肥

満度については、 m値では、川JJで65.94~73 .96%、

川下で65.80~7 1. 09% となっている。 F 値では川 Jlで

1. 221 ~1. 465、111下で1.230~ 1. 426となり両地区の聞

でクロアワビ肥満度に著しい差はみられない。

持lこ01fl直の変化について考察すると、川Jl漁場の場

合、 12月 ~1 月に最低を示し、以後 4 月まで増加し、

また減少して7月が谷となり、以降10月末まで増加し

て減少するというリズムがある。この原凶として産卯

が開始されてから軟体部の痩せが急激に起き、貝殻の

成長に伴ないつつ海藻を摂餌して肥大(4月)し、 5

75 

月から 7月にかけては、貝殻の成長が優市するものと

考えられる。 8 月から 11月にかけては、再ひ甲ÿ~休部の

肥大があり産卵期に入るという年周期の傾向が問える。

会方、餌料条件の極めて貧弱な布良瀬周辺のアワビ

については:i2hI 値で38.6~49.4% と著しく痩せており
正常在アワピの場合より 12.2~26.2% も軟体部が少を

いことになる。この場での餌料漆は、キントキ類が主

体で31.2gr/ ntと極めて貧弱 Pあった。この場でのア
ワビはメカイアワピおよびマダカアワビである。この

ように餌料の不足がアワピの肥満に著しい影響を与え

るごとが考えられること、さらには、当地区のO1ft直が

夷隅地区のそれに比べて同程度であることからみて、

餌料条件についての問題は当面考えなくても良いとみ

られる。

iv.文 車J~

1 )千葉県水産試験場:布良瀬周辺の根本地先におけ

るアワビの生息状況について、謄写 (1976)

2 )千葉県水産試験場:布良瀬周辺のアワピ漁均につ

いて 謄写c (1977) 

3 )千葉県水産試験場:JI百和50・51年度大規模増殖場

開発事業調査報告書、千水試業績111、1~102( 1977) 

J.クロアワビの年令と成長

夷隅地区大規模増殖場開発事業調企ぞ、は勝浦市iIJ 1 i章、

大沢むよび千倉町川J-J康クロアワピの年令と成長につ

いて求めたところであるが、アワビの資源対策上の研

究をする場合は、 1国体群としてとらえる必要があり、
そのために更にその個ft、群の年級を加味しなければ在

らない。

したがって、安房地区についても夷隅地区同僚に検

討する必要があり、代表点として千倉町川口と白浜町

川下の2漁場を選び、年令と成長についてまとめたも

のである。

1 斡紋について

実験に供したクロアワピは、安房郡千倉町川口地先

の実験漁場付近で昭和50年4月から54年1月までに採

捕した 437f団体および、安房郡白浜町川下地先漁場の

昭和51年6月から54年1月までに係捕した 226f国体、

合計 663f国体について求めたものである。

これらの試料について、貝殻表面に付着している付

着物をワイヤーブラシで取除いた後、良く水洗いして

乾燥させ、 100w白熱球で貝殻内面から透光し、赤~

乳褐色に透過する部分を翰紋とした。

それぞれの貝の縁辺について殻長を測定すると同時
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にこの給紋について、加熱して割れる部分と一致する

ことを確認して、それぞれの月別縁辺成長率を図1I-

1-59の貝殻について、

(R-rl1) I (rl1 -rl1 -1 ) 

により求めた。

また、成長が休止する個体は、貝殻裏面の縁辺まで

真珠層で覆われるが、成長時期には、外套縁辺から分

泌される殻皮が、貝殻縁辺を幅広くふちどっている。

図H・1・59 7ワピの測定古川立

この点に着目して、成長休止個体を判別することもで

きる。これらの二点から成長休止帯を求めると、川口

産のクロアワビは図1I-1 -60のとおり、成長の頓化

は7-9月頃にみられるが、 11-12月にもわづかに認

められる。

川下産のそれについては、図II-1 -61に示したが、

休止時期は 7-11月に多く 11月には成長している個体

は全くみられない。
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図Eィ.60 11旧産クロアワビ頁殻の誇辺成長
0-0 (R-]i，)!<_Y'n-Tn-.) 1i.島軸
・一・樟盟成長個体丘 右縦軸
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図E・1.61 川下産クロアワピ貝殻『鰯互成長
。-dR-r.i!(r.-r..，) 左縦軸
・縁辺成長間体北 右綴;

これらの傾向は、夷隅地区のクロアワピの場合と同

ピ傾向を示しており、これらの給紋は年輪とみなすこ

とにした。

ii.年令と殻長

川口、川下両地先産のクロアワビについて、各年輪

ごとの平均実測殻長を求め、 Walfordの定差図に乗せ

ると、川日産では図II-1 -62、川下産は図1I-1

63のとおりとなり、それぞれの直線図J滞式は

1111+1 =O，765111n十40.85(111日産)

1111+1 =0.76201111十42.25(川下産)

と求められ、極限殻長は、 111口産んiニ 173.90mm、川

下産ん =177.52mmとなった。

ごの両地先の年令別実視l殻長は表1I-1-34のとお

りである。表から両地先の第 l令の成長について、川

口産のものは、川下産のそれに比べると、ほとんど変

200 

.p n+ 1 

(阻)

100 

。/う
。

tω~173.90 

o 100 200 
Qn (，四)

図E・1.62 川下産クロアワビの殻長定差図


